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は過去からの理由動機とともに未来への目的動機を知ることも重要である（S c h ü t z
2004[1932]:195-209）。対象者の生きてきた現在は，その時点での過去と未来を含意した幅をも









































文化財選択書を授与されている（田中 1974 ： 14-15，水越 2002 ： 38）。
日記は 1906 年の元旦から 1972 年の晩年まで書かれた（400 字詰原稿用紙換算で 4,336 枚に
相当）。とくに 1909 年（明治 42 年）から 1925 年（大正 14 年）にかけては弘安が仕事と生活
の両面で充実した時期でもあり，ほぼ毎日のように日記が書かれた。金沢市では弘安の日記
























している。例えば 22453 行目の「大８年９月 1205」は，大正８年９月 12 日の日記の第５番目
のパラグラフであることを示す。同行 B列「2415」は『米澤弘安日記』の中巻（つまり２番








A B C D
22448 大 8 年 9 月 1200 2415 十二日　金　半晴




22450 大 8 年 9 月 1202 2415 て十一時半頃一寸寄られあんころを貰った　身体中二三十計も
すえたと
・夜，川口君が指輪を持つて来て波ニ千鳥を彫つて呉れと十五
22451 大 8 年 9 月 1203 2415 日迄ニと申され志が，出来ないと断つたが，それでは二十日迄
ニして呉れと　
22452 大 8 年 9 月 1204 2415
◎森村市左衛門（男爵）十一日午前零時四十五分薨去せらる
信仰の厚き人なり　
22453 大 8 年 9 月 1205 2415 ○東京米相場六十五円の暴騰價となる
22454 大 8 年 9 月 1300 2415 十三日　土　曇り
・水野様と山川様御出あり　共勵會の額の夕顔亭の圖ニ付協議
22455 大 8 年 9 月 1301 2415 をなし，決果今一度圖を畫き直して貰ふ事ニなし瓢庵の額と歌
或ハ詩を象眼する事ニ定む（后一～三）
22456 大 8 年 9 月 1302 2415 ・母は午前張物をせられたが曇って午后止められた　芳野ハ二
階の障子張をする　
22457 大 8 年 9 月 1303 2415 ・母は喜代子を負て宮市迄滋養糖を買ひニ行かれた（后三）
22458 大 8 年 9 月 1304 2415
・夜，芳野ハお里へ紐を持って行く　掛物代を持って行きしか
取られざりき
22459 大 8 年 9 月 1400 2415 十四日　日　晴後曇り
・今日より安江神社の祭礼なり　午后三時より能舞台ニ於て舞
22460 大 8 年 9 月 1401 2415 囃子，田村，六浦，船弁慶ありと　曇りて居るが降らず　夕頃
パラパラ降りしか夜ハ降らさりき　
・土方鉦ちやん午前中遊ニ来た　少年世界を買って来た　午后




22462 大 8 年 9 月 1403 2416 くとか云って居たと二人様ニ話して土方様へ行く　お父様も皆
居られた　今日又お父様は谷の灸をしニ行つて来た　明日祭ニ
来られるやら話して帰る　十時
22463 大 8 年 9 月 1500 2416 十五日　月　雨





22465 大 8 年 9 月 1502 2416 オリンと互やって居た　終日の雨にて外へ出る事か出来ない　
又長田つき姉と藤掛よりも誰も来ない　内輪にて一杯始めて九
時半頃通治様は鉦ちやんを連れて帰られた　純一は泊る　
22466 大 8 年 9 月 1600 2416 十六日　火　雨
22467 大 8 年 9 月 1601 2416 ・今日も終日降る　梅雨のやうだ　東京は暴風雨であったと　









































ションをも視野に入れて質的データの解析が進んでいる（Kelle 2004, Flick and Steinke































































































































































A B C D
・米村松太郎様今回高野山千百年法會ニ当地より約三百計の團 石碑建立





2 大 5年 4月 0705 1469 れた故未だ報告なき福田様へ行って貰ふ　松本勇三様より阿ハ
餅を貰ふ　
・米村方より高野山参詣記念石碑出来し　来ル九日向山の寶泉 石碑建立
3 大 5年 7月 0502 1504 坊ニ於て除幕式を擧行するから午前八時半迄ニ来會して呉れと
の案内ありしと　
・米村松太郎様等の世話にて昨年四月高野参詣團にて其記念碑 石碑建立







村君方へ行く 時ニ七時，待つ程ニ参る人ハ笠間君 越野君 外ニ
安田君 吉田君て此二氏ハ程なく帰られた　東京の玉井敬泉君よ








6 大 5年 10 月 2601 1544 書き中越先生石碑の趣意書を依頼し参考として梅澤先生の時の
ものを同封して送る 五匁ありき 三時頃迄掛つたが古田様か来
られて話して居ると半日休業したやうな譯だ（后三－四半）
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